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令
和
３
年
12
月
定
例
会
は
、
11

月
30
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
15

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
吉

川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
26
件

（
２
～
３
ペ
ー
ジ
）、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
、「
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
他
、
２
件
の
意
見
書
な
ど

（
11
ペ
ー
ジ
）
を
審
議
し
、
議
決

し
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
14
～

15
ペ
ー
ジ
）

　
そ
の
他
、
18
名
の
議
員
が
行
っ

た
「
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
」

（
６
～
10
ペ
ー
ジ
）、
特
集
ペ
ー
ジ

の
「
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
っ
て
」

（
12
～
13
ぺ
ー
ジ
）
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

◆�

令
和
３
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
８
億
６
６
３
９
万
円

を
増
額
し
、
総
額
は
２
５
３
億
１

０
５
２
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

・�
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業

�
５
億
８
５
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
に
お
け
る
経
済
対
策
と
し
て
、

18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
と
す

る
給
付
金
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

�

５
２
６
３
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
３
回
目
の
接
種
に
係
る
人
件
費
、

接
種
案
内
の
作
成
費
用
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
委
託
料
な
ど
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

・
商
業
活
性
化
推
進
事
業

�

１
５
０
３
万
８
０
０
０
円

　
販
売
促
進
や
販
路
開
拓
、
設
備

投
資
等
の
経
営
状
況
の
改
善
を
目

指
す
取
組
を
行
う
市
内
事
業
者
に

対
し
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　・
教
育
指
導
推
進
事
業

�

２
５
８
万
４
０
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
修
学
旅

行
の
２
校
分
の
契
約
解
除
費
用
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

◆
各
特
別
会
計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
各
特
別
会

計
等
の
補
正
予
算
も
計
上
さ
れ
、

次
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
】

�

２
９
７
１
万
２
０
０
０
円
の
増

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

�

１
９
２
万
７
０
０
０
円
の
増

【
介
護
保
険
】

�

５
９
２
万
５
０
０
０
円
の
増

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

�

１
２
０
７
万
１
０
０
０
円
の
増

【
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
】

�

７
億
６
２
８
７
万
４
０
０
０
円
の
減

【
水
道
事
業
】

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
収入
３
６
５
万
８
０
０
０
円
の
増

・
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　

支出
２
８
１
５
万
３
０
０
０
円
の
減

【
下
水
道
事
業
】

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　

収入
　
　
40
万
９
０
０
０
円
の
減

　

支出
１
６
８
５
万
６
０
０
０
円
の
増

・
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　

収入
１
２
０
０
万
１
０
０
０
円
の
減

　

支出
１
１
３
１
万
７
０
０
０
円
の
増

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

◆
吉
川
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
吉
川
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
障
害
児
相
談
支
援（
※
）

を
実
施
し
、
福
祉
型
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
持
た
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

　
市
と
民
間
企
業
が
区
分
所
有

（
※
）
す
る
吉
川
情
報
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
敷
地
と
し
て

使
用
す
る
た
め
、
市
が
所
有
す
る

土
地
と
民
間
企
業
が
所
有
す
る
土

地
を
お
互
い
に
無
償
で
貸
し
付
け

合
う
契
約
の
期
間
が
令
和
３
年
12

月
18
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
無
償
で
貸
し
付
け

合
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

全
26
議
案
可
決
！

12
月
定
例
会

概

　要
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◆
吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
未
就

学
児
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
所

要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
及
び
吉
川
市
教
育
委

員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
期

末
手
当
の
支
給
額
を
改
定
し
ま
す
。

　
改
定
の
内
容
は
、
期
末
手
当
の

年
間
支
給
月
数
を
０
・
15
月
分
引

き
下
げ
る
も
の
で
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て　
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
２

号
調
整
池
工
事
（
そ
の
１
）
に
つ

い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
、
２
名
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―
反
対
討
論
―

市
民
の
会
・
無
所
属

�

齋
藤
　
詔
治
　
議
員

　
事
業
地
内
の
所
有
者
に
よ
る
裁

判
や
、
再
異
議
の
申
し
立
て
を
起

こ
す
よ
う
で
す
。
こ
の
区
画
整
理

事
業
は
公
共
施
行
で
す
。
地
権
者

の
皆
さ
ん
は
区
画
整
理
事
業
に
反

対
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
、
今

日
ま
で
区
画
整
理
事
業
推
進
に
向

け
、
地
権
者
と
の
合
意
を
得
る
た

め
の
積
極
的
な
話
し
合
い
を
望
ん

で
来
て
お
り
、
同
意
の
な
い
契
約

に
は
反
対
で
す
。

―
賛
成
討
論
―

市
民
の
会
・
無
所
属

�

岩
田
　
京
子
　
議
員

　
吉
川
美
南
駅
東
口
開
発
の
「
環

境
影
響
評
価
書
」。
失
わ
れ
る
自
然

環
境
の
代
償
措
置
と
し
て
第
２
調

整
池
に
は
湿
地
創
出
と
重
要
種
の

移
植
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
施
予
定
が
な
い
他
、
希
少
種
の

移
植
等
、
数
点
の
課
題
は
あ
る
。

　
し
か
し
市
は
「
今
後
、
開
発
エ

リ
ア
内
で
の
自
然
環
境
と
の
共
生

に
配
慮
す
る
」「
第
２
調
整
池
整

備
の
中
で
、
何
が
で
き
る
の
か
研

究
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
環
境
影

響
評
価
法
の
深
い
理
解
を
基
に
、

未
来
の
人
々
に
不
利
益
に
な
ら
ぬ

よ
う
取
組
む
可
能
性
は
み
ら
れ
た
。

◆
第
６
次
総
合
振
興
計
画
（
基
本

構
想
）
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
を
も
っ
て
現
行
の

第
５
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画
の

計
画
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
10
か
年
計
画
と
な
る
第
６

次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画
（
基
本

構
想
）
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
、
市
民
意
識

調
査
、
地
域
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
加

え
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
若

者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
や
ま
ち
づ
く
り
掲
示
板
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
市
民
の
方

か
ら
ご
意
見
を
聴
取
し
策
定
し
ま

し
た
。

人
事
案
件

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
公
平
委
員
会
委
員
（
※
）
の
永

瀬
洋
子
氏
が
令
和
３
年
12
月
22
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

そ
の
後
任
者
と
し
て
澤
登
真
珠
恵

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
得

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
茂
木
伸
一
氏
が
令
和
３
年
12

月
20
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
再
度
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
得
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

※
用
語
解
説

○
障
害
児
相
談
支
援

　
障
害
児
通
所
支
援
を
利
用
す

る
全
て
の
方
に
「
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
」
を
作
成
し
、
障
害

児
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
向
け

て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ

り
き
め
細
か
く
支
援
す
る
も
の

で
す
。

○
区
分
所
有

　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
な
ど
の
よ
う
に
、
１
棟
の
建

物
の
中
に
独
立
し
た
複
数
の
住

居
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
が
あ

る
場
合
に
、
そ
の
建
物
の
独
立

し
た
各
部
分
を
所
有
す
る
こ
と

で
す
。

○
公
平
委
員
会
委
員

　
公
平
委
員
会
委
員
は
、
地
方

公
務
員
法
に
基
づ
き
職
員
が
不

利
益
な
処
分
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
処
分
を
受
け
た
職
員
か
ら

の
不
服
申
立
て
に
基
づ
き
、
公

平
・
中
立
的
な
立
場
で
審
査
を

し
ま
す
。
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総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
吉
川
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
土
地
と
建
物
の
無
償
貸
付
に
つ

い
て

　
30
年
の
契
約
だ
が
、
将
来
的
な

法
的
な
縛
り
は
。

　
市
と
相
手
方
が
そ
れ
ぞ
れ
所
有

す
る
土
地
と
建
物
の
無
償
貸
付

は
、
使
用
貸
借
と
い
う
契
約
で
、

法
的
な
期
間
の
定
め
は
な
い
。
取

壊
し
や
建
替
え
が
必
要
に
な
る

等
、
状
況
が
変
わ
り
、
契
約
内
容

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お

互
い
協
議
し
て
決
め
て
い
く
こ
と

が
契
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
第
６
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画

（
基
本
構
想
）
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
第
６
次
総
合
振
興
計
画
（
基
本

構
想
）
の
将
来
都
市
像
「
幸
せ
つ

な
が
る
　
み
ん
な
の
ま
ち
　
よ
し

か
わ
」。「
幸
せ
」
は
人
に
よ
っ
て

捉
え
方
が
異
な
り
、
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
点
で
「
幸
せ
」
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
様
々
な
施
策
を
展
開
す
る
中
で

共
通
す
る
指
標
は
市
民
の
幸
福
実

感
で
あ
る
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
。
第
６
次
総
合
振

興
計
画
で
も
こ
の
考
え
を
継
承

し
、
市
民
の
幸
せ
を
第
一
に
政
策

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え

た
。「
幸
せ
つ
な
が
る
」
は
幸
福

感
が
連
鎖
し
て
い
き
、
未
来
に
つ

な
が
る
イ
メ
ー
ジ
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
負
担
金
１
億
４
５
９
万

円
減
の
内
訳
は
。

　
１
、
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

分
の
負
担
金
と
し
て
１
億
３
６
６

５
万
円
の
減
額
。
ブ
ー
ス
タ
ー
接

種
（
３
回
目
）
の
接
種
分
の
負
担

金
と
し
て
３
２
０
６
万
円
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
。賛成

全
員
で
可
決

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
排
水
管
布
設
工
事
費
・
石
綿
管

布
設
替
工
事
費
・
舗
装
復
旧
工
事

費
の
減
額
理
由
と
要
因
は
。

　
現
場
を
精
査
測
量
す
る
こ
と

で
、
設
計
額
が
予
算
額
よ
り
も
低

く
な
っ
た
こ
と
と
、
落
札
率
に
よ

る
。
乖
離
幅
は
67
～
99
％
。

賛
成
全
員
で
可
決

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

児
童
発
達
支
援
を
行
う
ほ
か
、
施

設
の
有
す
る
専
門
性
を
活
か
し
、

地
域
の
障
が
い
児
や
そ
の
家
族
の

相
談
に
応
じ
、
地
域
の
中
核
的
な

療
育
施
設
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

ん
な
形
で
実
践
し
て
い
く
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
加
え
、
障

害
児
相
談
支
援
事
業
を
実
施
す

る
。
今
ま
で
は
、
セ
ン
タ
ー
に
通

う
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
が
対

象
と
な
っ
て
い
た
が
、
障
害
児
相

談
支
援
に
つ
い
て
は
、
18
歳
ま
で

の
児
童
へ
と
対
象
を
拡
大
す
る
。

ま
た
、
児
童
発
達
支
援
に
つ
い
て

は
、未
就
学
児
を
対
象
に
内
科
医
、

歯
科
医
の
嘱
託
医
及
び
臨
床
心
理

士
を
配
置
し
、質
の
向
上
を
図
る
。

　
生
ま
れ
育
つ
過
程
の
中
で
、

様
々
な
相
談
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
状
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
総
合
的

な
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う
な

活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

　
市
の
療
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

同
様
の
事
業
を
実
施
す
る
民
間
事

業
者
と
も
連
携
を
進
め
た
い
。
療

育
は
、
一
人
の
児
童
に
対
し
、
多

く
の
機
関
が
関
わ
る
中
で
、
重
層

的
支
援
、
断
ら
な
い
相
談
な
ど
、

組
織
体
系
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

こ
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
発
達
セ

ン
タ
ー
が
中
核
的
な
役
割
を
担
い

な
が
ら
、
他
機
関
と
連
携
し
、
成

長
の
過
程
を
支
え
て
い
き
た
い
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
児
童
発
達
支
援
事
業
の
利
用
者

が
増
加
と
の
こ
と
だ
が
、状
況
は
。

委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案
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昨
年
９
月
時
点
で
は
１
０
１

名
、
現
在
は
１
４
７
名
と
な
っ
て

い
る
。
延
べ
利
用
者
数
も
平
成
29

年
度
３
９
３
人
、
令
和
２
年
度
１

３
０
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸
付
等
を

活
用
し
て
も
生
活
の
立
て
直
し
に

至
ら
な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　
貸
付
な
ど
を
活
用
し
て
い
た

が
、
生
活
保
護
の
申
請
に
至
っ
た

場
合
を
含
め
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
申
請
が
５
件
で
あ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
吉
川

美
南
駅
東
口
周
辺
地
域
・
２
号
調

整
池
）
に
つ
い
て

　
環
境
影
響
評
価
・
植
物
の
移
植

計
画
に
つ
い
て
。

　
事
業
開
始
前
の
計
画
で
は
、
２

号
調
整
池
に
湿
地
環
境
を
創
出
し

植
物
を
移
植
す
る
と
し
て
い
た

が
、
事
業
開
始
後
の
詳
細
設
計
で

底
面
部
の
地
盤
改
良
が
必
要
と
な

り
、
湿
地
環
境
の
創
出
や
保
存
種

の
移
植
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

　
県
や
専
門
家
へ
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
保
全
対
象
種
を
す
べ
て
８

号
緑
地
へ
移
植
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
た

め
、
す
べ
て
の
種
を
移
植
し
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
（
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地

域
・
１
号
調
整
池
そ
の
２
）

　
工
期
変
更
の
理
由
や
、
工
期
延

伸
に
伴
う
修
景
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
へ
の
影
響
は
。

　
地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

地
盤
改
良
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

や
、
調
整
池
工
事
か
ら
発
生
す
る

盛
土
材
の
再
利
用
先
の
調
整
に
時

間
を
要
し
た
た
め
、
工
期
延
伸
が

必
要
と
な
っ
た
。

　
調
整
池
の
機
能
と
し
て
は
令
和

４
年
度
中
に
完
成
予
定
と
し
て
お

り
、
そ
れ
に
影
響
は
し
な
い
。
そ

の
後
の
修
景
工
事
に
つ
い
て
は
、

工
事
内
容
や
管
理
方
法
な
ど
を
整

理
し
た
上
で
、
整
備
時
期
を
検
討

し
て
い
く
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

　
減
災
費
・
気
化
式
冷
風
機
は
避

難
所
の
開
設
時
以
外
に
も
使
用
す

る
の
か
。

　
原
則
、
避
難
所
開
設
時
の
備
品

と
し
て
購
入
す
る
も
の
だ
が
、
学

校
の
授
業
や
、
部
活
動
な
ど
で
も

活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
で
は
な
く
冷
風
機
を

入
れ
た
が
、
費
用
対
効
果
は
。

　
空
調
設
備
の
整
っ
て
い
な
い
避

難
所
を
対
象
に
換
気
の
促
進
を
目

的
と
し
て
導
入
す
る
も
の
で
、
費

用
面
で
も
抑
え
ら
れ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
屋
外
プ
ー
ル
廃
止
決
定

　
経
年
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化
が

顕
著
で
あ
り
、
突
発
的
な
故
障
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
屋
外
プ
ー
ル
を
廃
止
し
ま

す
。

　
屋
外
プ
ー
ル
は
昭
和
56
年
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
流
水
プ
ー

ル
と
幼
児
用
プ
ー
ル
が
あ
り
、
夏

季
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
多
く

の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
利
用
者
数
は
減
少
し
、

毎
年
３
０
０
０
万
円
を
超
え
る
赤

字
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
21
年
に
大
規
模
改

修
を
行
い
ま
し
た
が
、
プ
ー
ル
に

含
ま
れ
る
塩
素
に
よ
り
さ
び
や
劣

化
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に
加
え
、

竣
工
後
40
年
を
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
大
規
模
な

修
繕
等
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は

「
友
達
と
自
転
車
で
行
き
た
い
の

で
無
く
さ
な
い
で
ほ
し
い
」、「
残

念
だ
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
文
教
福
祉
常
任
委

員
会
や
本
会
議
に
お
い
て
、
議
員

か
ら
は
、
存
続
は
出
来
な
い
の
か

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
修
繕
に
は
多

額
の
費
用
を
要
し
、
そ
れ
だ
け
の

金
額
を
か
け
て
修
繕
し
て
も
利
用

者
の
増
加
や
収
支
の
改
善
が
見
込

め
な
い
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
市
議
会
と
し
て
は
、
屋

外
プ
ー
ル
の
廃
止
は
残
念
で
す
が
、

「
賛
成
全
員
」
で
可
決
に
至
り
ま

し
た
。

注
目
の
議
案
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答えて市長！
一般質問

今定例会では、12月10日（金）、13日（月）、
14日（火）の３日間にわたり18名の議員が
市政全般について、市の見解をただしました。
主な内容を質問者が要約してお知らせします。
詳細は会議録をご覧ください。
会議録は、ホームページや市立図書館で閲覧
できますが、今定例会の会議録の提供は、２
月上旬となる予定です。

一般質問

災害の発生時における対応、
発生以前の対応について

中嶋　通治
問 夜間訓練について、自主防災組織の要望があれば
積極的に支援するとの答弁であったが、ブラックアウ
トについては今後研究していくとの答弁であった。市
として研究ではなく積極的に夜間訓練を行うべきであ
るがいかがか。
答 実施するにあたり安全に配慮し、効果的な実施に
ついて検討していく。

問 庁舎の自家発電機の動作確認を行っているのか。
また、72時間経過したのちの対策は。
答 停電検査で確認している。１万ℓの燃料を確保し
ている。不足についての燃料は石油組合にお願いして
いる。

問 小中学校で児童生徒の訓練を定期的に行っている
のか。
答 すべての小中学校において、避難訓練や全国瞬時
警報システムを活用した初動訓練などを実施してい
る。具体的な避難方法や避難する際の注意事項等を指
導している。今後は水害を想定した訓練の実施につい
ても検討する。

問 子ども児童の引き渡しについて
答 原則保護者に引き渡す。

高齢者のための
無料入浴券について

赤出川　義夫
問 高齢者の憩いの場として利用されてきた地元の銭
湯が、令和４年３月末で閉店すると聞いてます。健康
増進のための無料入浴券配布経緯、利用状況、今後他
の入浴施設への補助は。
答 高齢者福祉の推進、一般公衆浴場の確保を図るた
め平成30年より開始、年間570名利用。国の調査で
は浴室保有率は、95.2％であり市内の他の公衆浴場
は銭湯とは異なり、雇用や休養等を目的としているこ
ともあり、今後検討したい。

◆小児用コロナワクチン接種について
問 令和３年11月16日付で厚労省より、「５歳以上
11歳以下の者への新型コロナワクチン接種に向けた
接種体制の準備について」の通知に対し、市として安
全性の認識は。
答 小児用ワクチンは臨床試験で有効性、安全性につ
いては厳格な評価が行われ、薬事承認されていると認
識している。これまでも、ファイザー社製ワクチン接
種の対象年齢が拡大されるなど、有効性・安全性が十
分確認されている。

子宮頸がん予防ワクチン
積極的勧奨再開に向けて

五十嵐　惠千子
問 国は、2013年６月より子宮頸がん予防ワクチン
の積極的勧奨を差し控えていましたが、来年度から「積
極的勧奨」を再開するとの報道がある。当市も小６年
生～高校１年生相当の女子及び積極的勧奨の差し控え
により、接種機会を逃した方々にも個別通知で周知し
接種率の向上を。
また、市広報紙・HPなどでも広く周知を。
答 当市においても国からの通知を踏まえ、予診票を
同封した個別通知を送付し、接種勧奨を行う。また、
国の方針が積極的勧奨へ変わったことを広く周知す
る。

◆市のDX推進計画は戦略的に
問 コロナ禍・人口減少・高齢化等、社会構造の急激
な変化の中で、社会全体がデジタル化に向かわざるを
得ない今、当市においても行政DX・地域DXなど、人
材育成・確保を図りながら、幅広く戦略的にデジタル
化を進めるべき。見解を。
答 仰る通り。人材確保を図り進めていきたい。

本
会
議
の

録
画
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら
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ベンチ寄付制度
「まごころベンチ」の創設を

小野　潔
問 ①１回目接種終了者が86％、当市の接種率は素
晴らしいが要因は②３回目接種の準備状況は、ファイ
ザー、モデルナとの交互接種の考え方は③小中学校の
感染症対策として水道の蛇口をセンサーなどの非接触
型へ④事業費約7000万円の「事業発展補助金の状況
は⑤国が行う０歳から18歳、住民税非課税世帯への10
万円の給付金、生活困窮者自立支援金30万円、中小企
業最大250万円、個人・フリーランスへの最大100万
円を支給する「事業復活支援金」などへの所見は。
答 ①11月末で１回目接種は87％で、要因は夏休み期
間に小中学生へ接種を可能とし、円滑に進んだこと②
３回目接種は12月医療従事者、一般は２月より高齢者
から予定、会場は前回同様で。ファイザー、モデルナ
は日毎で分け、交互接種に的確に対応③財源を含め研
究する④現在まで210件申請、農業事業者にも推進⑤
国の動向を注視して適正に対応。

問 第一土地区画整理地内の近隣公園・街区公園など
の越境した樹木、壊れた遊具・ベンチへの対応に、ベ
ンチ寄付制度の創設を。
答 公園再生プロジェクトの中で対応する。

スポーツとまちづくり

稲葉　剛治
問 吉川市ではスポーツビジョンが策定され、現在ス
ポーツ推進計画の策定が進められている。計画が策定
されることで施策のさらなる推進を期待している。吉
川市スポーツ推進計画の基本方針、どのような視点と
理念で計画策定を進めているか。
答 「吉川市スポーツ推進ビジョン」に基づき、スポー
ツに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため
の指針として策定する。

問 計画案にパラスポーツの観戦が盛り込まれている
が、どのような内容か。
答 市内在住の方でロービジョンフットサルの世界大
会で活躍される方がいる。その方と情報共有しながら、
今後の観戦する機会や、体験する機会などを進めてい
こうというような内容を協議している。

問 アクアパーク駐車場の増設を。
答 現在アクアパークの南側で道路整備が行われてい
る。工事の進捗を確認しながら駐車場増設を検討する。

当市における観光と
地域活性化について

大泉　日出男
問 吉川版サイクリングコースの充実を検討してみて
はどうか。
答 サイクリングコースによる市内観光は地域活性化
に寄与すると認識している。この度、市内HPのレン
タサイクルページに「なまずの里吉川ルート」の紹介
を掲載していく。

問 今までの観光支援の取り組みと、これからの具体
的な取り組みは。
答 なまずやイメージキャラクターや大吉ブランドな
どで市の魅力発信に努めた。市内事業者が、Ｗｉｔｈ
コロナ対応ができるよう「事業発展補助金」を創設し
支援している。

問 観光への支援や地域活性化を目的としてワーケー
ション、リモートワークの推進があるが、観光と地域
活性化を一緒に融合させる視点で、例えば吉川市民農
園をモデル施設にしてみてはどうか。
答 市民農園に設置できる施設が、農地保全又は農地
利用上必要な施設に限定されているため難しい。今後
のニーズの高まりや、民間事業者が設置しているワー
キングスペースの活用状況を注視していく。

三郷北部土地区画整理事業の
現状と道庭地区への影響

成本　直寛
問 現在、三郷北部土地区画整理事業が行われている。
近隣住民の方の関心は非常に高い。
事業の進捗による吉川市内（特に隣接する道庭地区）
への現時点での影響・課題・対策などは。
答 当事業は三郷市・土地区画整理組合が盛土工事や
調整池築造工事を実施している。周辺の住環境に影響
を及ぼすことを懸念し、周辺住民に情報提供の実施や
住宅地内への工事車両進入防止、土砂の飛散軽減対策、
騒音対策など、住環境に配慮し工事に取り組んでいる。

問 事業の影響により、三郷市小中学校に通う約45名
の児童生徒が道庭地区（けやき通り行政境）を通る迂
回ルートで通学している。期間は令和６年12月末ま
で。安全対策として、地域の方が街路樹の枝を払い見
通しを良くしたり、交通安全ののぼりを設置し、安全
安心に努めている。横断歩道・交差点の安全対策は。
信号機の設置予定はあるか。
答 三郷市と土地区画整理組合・吉川警察署が協議の
上、注意看板の設置・交通誘導員の配置等、交通安全
の対策を実施している。信号機の設置は今のところ計
画は無い。
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『教育支援センター』の
現状と課題について

雪田　きよみ
問 市は今年、「適応指導教室」を「教育支援センター」
と改め、「児童・生徒が自らの進路を主体的に捉え、
社会的に自立することを目指せるよう、学習支援や体
験活動の充実、教育相談員による丁寧な面談を行って
いく」との方針を示しました。具体的な変化・児童生
徒や保護者の反応・今後の課題を問います。
答 相談員が増え、体験通室を丁寧に行うことができ
るようになり、安心できる場所であると感じられるよ
うな個別支援ができています。地域の方の協力を得て、
農業や茶道の体験を行い、達成感や自己肯定感を育む
機会を持てるよう工夫し、学習面でも小さな成功体験
を積み重ねられるよう、支援に努めています。
児童生徒や保護者からは、家から出ることができるよ
うになって良かった、表情が明るくなったなどの声を
いただいています。今後はセンターにも通室できない、
引きこもり傾向の子どもたちへのアプローチや支援が
課題と認識しています。引き続きアウトリーチ事業な
ど、受け入れられやすい方法を取り入れながら、社会
とつながることができるように働き掛けていきます。

新型コロナウイルス
感染症対策について

稲垣　茂行
問 新型コロナ「第６波」への対応は
答 県は今後の感染拡大に備え、病床と宿泊施設を確
保するとともに、自宅療養者への健康観察を受けられ
る体制準備を行っている。
問 市内感染状況とワクチン接種状況は
答 令和３年度新規陽性者は11月末現在1,109人で
２年度と合わせると1,408人。ワクチン接種は１回目
56,977人で接種率約87％、２回目は56,224人で約
86％。
問 市の自宅療養者への支援内容と体制は
答 10月に県と覚書を締結。県より在宅療養者情報の
提供を受け、パルスオキシメーターと食事の提供を代
行する枠組みを整備。
問 施設利用基準の見直しとイベント開催は
答 公共施設の利用では、感染拡大防止策を講じ状況
に応じ判断。1,000人を超える大規模イベントでは、
従来の半数程度以内とする。
問 ワクチン接種証明書の利活用は
答 接種をしていない方への差別的扱いがないよう配
慮しつつ、国の方針に基づき運用。
問 次年度の会計年度任用職員任用は
答 予約業務や接種会場での任用を行いたい。

持続可能な公共交通へ
法定協議会設置も研究

降旗　聡
問 市民・事業者・行政とが情報共有を図り、市内公
共交通の最適化を推進するための「公共交通会議」の
設置を。
答 令和２年度に、市民や交通事業者、有識者を交え
て設置・開催したタクシー利用料金助成事業検討委員
会で、公共交通に関する様々な意見をいただいた。今
年度は、同検討委員会から、市民や交通事業者の委員
を増やすなど拡充を図り、「公共交通に関する意見交
換会」を設置し開催する予定。
参加者それぞれの立場から、公共交通全般に関する忌
憚のない意見を伺うことにより、市公共交通の現状や
課題を把握し、今後の持続可能な公共交通に関する検
討につなげたい。
また、この意見交換会を重ねるなかで、地域公共交通
活性化再生法に規定する法定協議会の設置などについ
ても研究していきたい。

問 バス事業者への補助金の推移は。
答 令和２年度には、新型コロナウイルスの影響によ
り利用者が減り、事業者の採算性が悪化したことから
補助額が増加し、1509万円の補助を行った。３年度
も増加すると見込んでいる。

安全安心のまちづくりについて

松﨑　誠
問 江戸川河川防災ステーションの整備に合わせ、当
市が整備建設する水防センター実施計画の策定時期と
地域住民との協議について伺う。
答 水防センターを含む河川防災ステーションは、令和
８年度の完成を目途に工事が進められている。水防セ
ンターの整備は、令和４年度から２年程度かけて、施
設の規模や機能、平時の利活用など整備の基本となる
計画をまとめる。地域住民との協議は、地域の方々を
含め、幅広く市民の方々に意見を求めながら検討する。

問 第６次総合振興計画で、誰もが安全に通行できる
よう、生活道路の整備を計画的に推進するとある。今
後の予算の効率的・効果的な執行に向けた対応と、財
源の確保について伺う。
答 今後も引き続き、優先順位を定めながら財源の確
保に努め、実施計画や予算編成の過程を経て、計画的
に実施していくという趣旨により、追記したものであ
る。また、道路の補修工事に国の補助金の活用を図る
ため、国の交付金の要件路面正常調査を計画的に実施
するなど財源の確保に努め、今後においても予算の効
率的・効果的な執行とともに市の財源軽減に努める。
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障がい者の通院を含む
外出支援の充実を

飯島　正義
問 介護タクシーを利用する際にタクシー代とともに
介助料の負担額が大きく、外出支援策として介助料等
利用券を発行し負担軽減を図るべきです。血液透析で
通院される患者さんで無料送迎の体制のない施設に通
院される患者さんの中には介助タクシーを利用せざる
を得ない方もいます。実情にあった枚数にするべきで
はないでしょうか。
答 当市の外出支援策としてリフト付き車両の無料貸
し出しや一時利用介護事業があります。
この二つをメインで実施しています。そのため、介助
料と補助枚数の制限は考えていません。他の自治体で
は透析患者への手厚い支援をしているところがありま
すが、当市はより多くの方に広く利用いただけるよう
考えています。

◆大澤元埼玉県知事居宅跡地の公園整備は
問 公園整備について、具体的な計画といつから利用
できるかをお聞きします。
答 今年度は雑草などの除去を実施し、樹木などの状
況について調査を行っています。土地所有者の意見を
伺い計画を検討し、利用開始の時期は未定です。

自治会は地域づくりの基盤
低い美南地区　全体に減少

伊藤　正勝
問 コロナ禍で市民活動も大幅に制約。地域の基盤で
ある自治会の実状について伺いたい。
答 市内の95の自治会加入率は令和２年度で68.1％。
５年前は72％で減少傾向にある。コロナの影響で事
業実施ができない場合は、活動補助金をマスクや消毒
液配布に活用していただいている。

問 加入率は美南の３自治会では30％台。駅寄りの自
治会は100％。この理由と今後の対応を。
答 入居の時期にもばらつきがあり関心が薄いといえ
る。育まちの自治会は住宅販売会社が事前に管理組合
と自治会加入を求めている。自治会の存在は大事であ
り他の自治会の情報をホームページで紹介するなど加
入促進に努めたい。

問 全国的に看護師や介護士の処遇改善問題が浮上し
ている。民間医療機関のＰＣＲ検査実施の実状につい
ても、この機会に伺いたい。
答 処遇の実状については把握していないが、市内で
就業の看護師は平成30年度（県統計）で328人。病
院214人。診療所30人。介護施設34人などとなって
いる。症状がある場合ＰＣＲ検査を行う民間の医療機
関は、市内で18カ所、件数については把握していない。

いじめ防止対策

林　美希
問 いじめ防止対策法第26条「いじめを行った者の出
席停止」にあたる項が吉川市いじめ防止対策基本方針
に記載されていない。なぜか。
答 条項については認識しているが、基本方針への記
載については議論されてこなかった。

問 いじめを受けた者が不登校になっている、いじめ
を受けた子が学校で教育を受ける権利が守られていな
い。いじめを行った者が別室で授業を受ける（法第
23条）、出席停止（法第26条）、などの措置を市いじ
め防止対策基本方針へ明記すべく検討していたきたい
がお考えは。
答 総合教育会議において検討していく。

問 いじめを受けた子をまず一番に守り通すことと、
併せていじめを行った子への支援も必要。お考えは。
答 学校だけではなく、市の人的資源をネットワーク
化し、しっかりとした道筋をつくる。そこは根本的な
ところと思っているのでしっかり議論していきたい。

米価下落で困窮している
販売農家に支援の手を

吉川　敏幸
問 令和３年産米の概算金はコシヒカリ一等米で１俵
8,300円。昨年比で約３割下落している。日本の農業
所得に対する国の直接支払いの割合は15.6％。それ
に対して、欧州は90％以上、アメリカの穀物系農家
で50％前後と、欧米各国は自国向け食糧を生産する
農家をしっかり守り、食料安全保障を重視している。
近隣市町のように、米価下落に困窮している米農家に
支援を実施したらと考えるが、市の見解を伺う。

答 事業発展支援補助金の活用をいただいている。

◆子育て世帯として、分断なく給付を

問 今、国の財政に対する考え方が大きく転換しよう
としている。財政破綻はないという考えに立脚すれば、
18歳以下と年齢を制限すべきではなく、デフレ脱却
のために全国民に給付すべき。市として、何とか対象
外となる世帯へ給付することはできないか。

答 国の制度に基づいて支給する。市独自で手当てを
することは考えていない。
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ＳＤＧｓ縦割りの見解
政策室�社会潮流に乗れず

岩田　京子
問 ９月、初の「国連食料システムサミット」がＮＹ
で開催。「食料システム」とは、食の生産、加工、流
通及び消費の一連の活動のこと。温室効果ガス３分の
１の排出、森林破壊、飢餓、児童労働など多くの課題
を抱え、食料システムの変革がＳＤＧｓのすべての解
決につながると科学者達も認める。サミットに先駆け
農林水産省がつくった「みどりの食料システム戦略」
中の「ＳＤＧｓウエディングケーキ」の見解を伺う。
答 森林、土壌、水、大気など自然資本から生み出さ
れる様々なものを活かすことで、私たちの社会は成り
立っていると考えている。

問 ＳＤＧｓ推進担当の政策室も同じ考えか。
答 政策室ではこれまで通り、市の施策をＳＤＧｓの
17のゴールに関連させマークを付け、相乗効果を意
識し、総合的に取り組んでいく。

問 国連食料システムサミットは首脳級会合で、食料
システムの変革は世界的取り組みだが、市は部によっ
て考え方が違うのか。
答 農水省がつくった「戦略」に対する質問に、産業
振興部長が認識を示したということでよろしいのでは
ないか。

市の重要施策　冠水対策、
子ども育成、ＣＯ２削減の事業は

遠藤　義法
問 来年度予算編成の事業実施方針から　
①吉川駅から北側の冠水対策として共保ポンプ場のポ
ンプ増設調査を行っているが、結果と推進策は。②保
健センターや市民交流センターおあしすなどの大規模
改修計画は。③新型コロナ禍の影響から子どもの学力、
体力を教育委員会はどう育成するのか。④CO2削減
のため太陽光発電の活用促進をすべきである。
答 ①区域の冠水被害のシミュレーション、流出解析
を行い、課題の洗い出し後、江戸川河川事務所との協
議に入る。②施設の維持管理は予防措置をとってきた。
おあしすは24年度まで、保健センターは25～29年度
に改修を実施する計画である。その他の施設も計画に
沿って実施する。③コロナ禍で一番不安なのは、子ど
もたちの心の不安定なところである。来年度に向け心
のケアをリカバリーできる施策ができないか考えてい
る。④策定した環境保全指針を踏まえた環境行動計画
を年度内には動かす準備をしている。なかでも吉川の
環境を考えると太陽光発電は重要であり、設備設置補
助の拡充を図っていきたい。

美南駅東口区画整理は
市民の税金53億円投入される

齋藤　詔治
問 美南駅東口土地区画整理事業は、市民の税金53億
円が投入されている大事業です。しかし中原市長のま
ちづくりコンセプトが優先し、一番大事な財政を軽ん
じた企業経営感覚の欠如が要所に見られます。市が、
地権者に対し裁判を起こし取り下げました。市の実質
的な敗訴と考えられます。また９月議会に同様な裁判
が地権者に対し提起される中、本事業の課題を質問し
ました。①建設発生土ガラ混入問題②建設搬入土不足
による盛土土圧不足の地盤沈下③産業ゾーンが製造業
者でないデーターセンターへの売却問題⑨搬入盛土土
壌分析のお願い⑩駅前北側商業ゾーン4.4ha応募者な
し対応⑪駅前南側商業ゾーン1.2ha資産価値の検討⑥
業務代行事業者と吉川市の一連の責任など、事業の透
明性、公正、公平、信頼の持てる対応をお願いしました。
答 ①搬入事業者に分別作業の実施。②⑨現地にて地
盤の沈下終息が確認できた。県より土壌分析は必要な
いとの見解。③安価な売却でなく、選定委員会で審査
し決定。⑩募集条件や時期など検討。⑪年度内に基本
計画の策定を目指す。⑥出せる情報資料は、今後も対
応する。
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脱
炭
素
化
を
目
指
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
取
引
先

を
選
別
す
る
動
き
が
加
速
し
、
脱
炭
素
の
取

り
組
み
に
対
す
る
機
関
投
資
家
、
株
主
、
顧

客
、
社
員
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
他
国
が
次
々
と

炭
素
税
や
排
出
量
取
引
、
炭
素
国
境
調
整
措

置
を
し
は
じ
め
、
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力

や
日
本
の
産
業
立
地
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
取
り
組
み
の
遅
れ
が
、

企
業
価
値
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
30
年
度

ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
目
標
を
確
実
に
実

現
す
る
た
め
に
、
実
効
性
あ
る
カ
ー
ボ
ン
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
の
推
進
の
加
速
化
を
求
め
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
運

営
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
12
月
21
日
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
議
会
運
営
の
検
討
の
た

め
、
議
員
の
私
用
Ｐ
Ｃ
や
市
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
、
試
験
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
会
議
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

や
開
始
方
法
の
手
順
、
基
本
操
作
の
確
認
を

行
っ
た
上
で
、
議
題
を
２
件
設
定
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
上
で
委
員
に
よ
る
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
議
論
や
実
践
を
進
め
、
非
常
時
の

議
会
運
営
や
効
率
化
に
向
け
た
検
討
を
さ
ら

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

意
見
書

　意
見
書
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、
市
の
公
益
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
議
会

の
意
見
を
ま
と
め
て
提
出
す
る
文
書
の
こ
と
で
す
。
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災害に備える�
新しいカタチ

約5,100万円
　感染症対策を踏ま
えた避難所の備品を
整備しました。３密を
避けるためのテントや
体温計、備蓄物資等
を購入しました。

公共施設の整備
約250万円

　市役所等の公共
施設における感染
拡大防止を図るも
のとして、アクリル
パーテーションやデ
ジタル体温計等を
購入・設置しました。

バス・タクシー事業者支援

約2,100万円
　感染拡大による利用者数減少に伴い、
影響があった路線バス及びタクシー事業
者に支援金を交付しました。

菌の飛散を防ぐトイレの洋式化

総事業費約２億8,000万円のうち 
約１億1,400万円

　栄小学校、旭小学校、市内９公園と公
共施設のトイレを洋式化しました。蓋を
閉めて水を流すことで菌の飛散を防止す
ることができます。

タブレットの配布

総事業費約３億円のうち約１億円
　国のＧＩＧＡスクール構想に伴い、市
内小中学校の児童生徒に、１人１台のタ
ブレット端末を整備しました。

プレミアム付商品券の発行

約4,400万円
　市内の小売業、飲食業、サービス業等、
取扱い店舗で使用できるプレミアム付商
品券を発行し、地域経済の活性化を行い
ました。

見本

見本
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特集 �コロナ禍を振り返って�コロナ禍を振り返って

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（令和２年６月定例会～令和３年12月定例会　予算額）

≪令和２年度≫
６月定例会・７月臨時会… １億8,148万6,000円
７月臨時会・９月定例会・12月定例会… ４億8,819万3,000円
３月定例会（令和２年度　補正予算）… 7,683万9,000円

≪令和３年度≫
３月定例会（令和３年度　一般会計予算）… 615万2,000円
３月定例会・５月臨時会・９月定例会… ２億1,924万9,000円
９月定例会… 843万1,000円
12月定例会（専決処分含む）… 3,844万3,000円

10億1,879万3,000円

ワクチン接種者への交通支援
約1,200万円

　ワクチン接種会場に行くことが
困難な要介護者等を対象に、タク
シーなどの交通手段を確保し、移
動の支援を行いました。

◎臨時交付金を活用した主な事業
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無
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≪市長提出議案≫

専決処分事項の承認について 承認 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分事項の承認について 承認 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市こども発達センター条例の一部
を改正する条例

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市市民プール条例の一部を改正す
る条例

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長及び副市長の給与等に関する条例
及び吉川市教育委員会教育長の給与等
に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の無償貸付けについて 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

損害賠償の額を定めることについて 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道の路線廃止及び認定について 可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて

同意 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６次吉川市総合振興計画（基本構想）
を定めることについて

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度吉川市一般会計補正予算�
（第10号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度吉川市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度吉川市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度吉川市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度吉川市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、―＝退席
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令和３年度吉川市吉川美南駅東口周辺
地区土地区画整理事業特別会計補正予
算（第２号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度吉川市水道事業会計補正予
算（第１号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度吉川市下水道事業会計補正
予算（第１号）

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

≪委員会提出議案≫

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

≪議員提出議案≫

適格請求書等保存方式（インボイス制度）
の中止を求める意見書

否決 × × 議 × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○

実効性あるカーボンプライシングの推
進の加速化を求める意見書

可決 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊�会派名の「自由民主党」は「自由民主党吉川市議員団」、「市民の会」は「市民の会・無所属」、「未来会議」は「未
来会議よしかわ」、「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」の略です。「無」
は会派に属さないものです。

検 索吉川市議会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

意
見
書
の
全
文
や
本
会
議
の
会

議
録
、
議
会
活
動
な
ど
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

～
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
今
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
議
会
運
営
を
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
ご
意
見・ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に

な
っ
た
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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０
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吉
川
市
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一
丁
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市
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次定例会の予定 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

日 月 火 水 木 金 土

２月22日
開会日

２月23日
休会日

２月24日
休会日

（議案調査日）

２月25日
本会議

（代表質問）

２月26日
休会日

２月27日
休会日

２月28日
休会日

（議案調査日）

３月１日
本会議

（議案審議）

３月２日
本会議

（議案審議）

３月３日
休会日

（議案調査日）

３月４日
委員会

（総務水道・
　文教福祉）

３月５日
休会日

３月６日
休会日

３月７日
委員会

（総務水道・
　文教福祉）

３月８日
委員会

（建設生活）

３月９日
委員会

（建設生活）

３月10日
委員会

（請願審査）

３月11日
休会日

（委員長報告
　　作成日）

３月12日
休会日

３月13日
休会日

３月14日
本会議

（委員長報告）

３月15日
休会日

３月16日
一般質問

３月17日
一般質問

３月18日
一般質問
閉会日

●本会議は10時、委員会は９時30分に開会します。本会議の様子はインターネットでもご覧いただけます。
●傍聴について　新型コロナ感染症拡大防止のため、傍聴自粛のご協力をお願いする場合があります。

編

集

後

記

　
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見
せ
た
と
思
い
き
や
新
た
な
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出

　
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見
せ
た
と
思
い
き
や
新
た
な
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出

現
し
ま
し
た
。
正
し
く
コ
ロ
ナ
を
恐
れ
て
い
ま
す
か
。

現
し
ま
し
た
。
正
し
く
コ
ロ
ナ
を
恐
れ
て
い
ま
す
か
。

　
広
報
委
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。
今
回
を
も
っ
て
後
期
の
委
員
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
広
報
委
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。
今
回
を
も
っ
て
後
期
の
委
員
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
す
。

任
期
中
の
こ
の
２
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
一
色
で
あ
り
、
市
内
の
様
々
な
行
事
が
３
密
を
避

任
期
中
の
こ
の
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年
間
は
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ロ
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一
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で
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市
内
の
様
々
な
行
事
が
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密
を
避

け
る
た
め
中
止
と
な
り
、
毎
号
表
紙
の
写
真
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ど
う
し
よ
う
か
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ま
た
、
市
民
が
関
心

け
る
た
め
中
止
と
な
り
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毎
号
表
紙
の
写
真
は
ど
う
し
よ
う
か
、
ま
た
、
市
民
が
関
心

の
あ
る
議
案
は
何
だ
ろ
う
と
注
目
の
議
案
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま

の
あ
る
議
案
は
何
だ
ろ
う
と
注
目
の
議
案
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
今
号
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
を
振
り
返
り
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

し
た
。
今
号
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
を
振
り
返
り
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
ど
ん
な
事
業
を
行
っ
て
き
た
の
か
を
ま

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
ど
ん
な
事
業
を
行
っ
て
き
た
の
か
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
め
て
み
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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吉
川
　
敏
幸

吉
川
　
敏
幸

　
１
月
９
日
、
吉
川
美
南
駅
西
口
広
場
に
て

　
１
月
９
日
、
吉
川
美
南
駅
西
口
広
場
に
て

市
消
防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
消
防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
の
仕
事
が
あ
り
な
が
ら
地
域
の
減
災
事

　
他
の
仕
事
が
あ
り
な
が
ら
地
域
の
減
災
事

業
や
消
火
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
消
防
団
。

業
や
消
火
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
消
防
団
。

小
学
生
か
ら
防
火
・
減
災
活
動
を
学
び
、
全

小
学
生
か
ら
防
火
・
減
災
活
動
を
学
び
、
全

国
大
会
で
も
上
位
入
賞
さ
れ
て
い
る
少
年
消

国
大
会
で
も
上
位
入
賞
さ
れ
て
い
る
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
。感
染
の
恐
怖
と
戦
い
な
が
ら
救
急
・

防
ク
ラ
ブ
。感
染
の
恐
怖
と
戦
い
な
が
ら
救
急
・

救
命
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
消
防
組
合
。

救
命
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
消
防
組
合
。

こ
れ
ら
団
体
の
み
な
さ
ま
が
、
市
民
の
生
命
と

こ
れ
ら
団
体
の
み
な
さ
ま
が
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
さ
れ
て
い

財
産
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
さ
れ
て
い

る
内
容
の
一
部
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

る
内
容
の
一
部
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。
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